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そうは甘くない話

無断で提写・ In~.転殺すると著作権侵害となることがありますのでご注意下きい.
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ご飯をじっくりかんでいると、しだいに甘味を感じてきます。

しかし、セロリはいくらかんでも、そうは甘くなりません。
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シート 2

1833 年、フランスのベイアンとペルソは、デンプンを分解する作用を

もっタンパク質を麦芽からアルコールを使って分離しました。
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下図はある酵素反応(基質 Z 2 生成物)の実験結果を示したもので

す。 4 mMの基質を含む緩衝液( pH 7.4) 9 ml に、いろいろな倍率に

希釈した酵素溶液(同じ緩衝液) 1 m1を加えて 37 t:のもとで撹祥し、

各時間ごとに一部を取り出して生成物の量( 10 凶あたりに換算)を

測定したものです。
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